
第３回東松島市地域支え合い推進委員会 

日 時：平成３０年３月１２日（月） 

午前１０時００分～ 

場 所：東松島市老人福祉センター 

集会室    

次  第 

 

１．開  会 

 

２．開会挨拶                

東松島市地域支え合い推進委員会 

                   委員長 根元 藤夫 

 

３．協議事項 

  （１）地域支え合い研修会報告について         資料１ 

 

  （２）生活支援体制整備事業の進捗状況について    

    ①平成 29年度の活動報告について          資料 2、3、4 

 

    ②平成 30年度の事業計画について          資料 5 

 

    ③地区ごとの生活支援体制整備事業の進め方について 資料 6 

 

    ④地域資源の啓発及び生活支援コーディネーターＰＲ 資料 7、8、9 

チラシについて                  

 

  （３）支え合いフォーラムについて           資料 10 

 

  （４）その他 

 

４．閉会挨拶 

                  東松島市地域支え合い推進委員会 

                  副委員長 加藤 京子 

 

５．閉  会 



資料 1 
 

（1）地域支え合い研修会の報告について 

 

1.研修会開催日時及び場所 

 ①平成 29年 12月 11日（月）19時～20時 30分  

赤井市民センター 多目的ホール  参加者数 62名 

②平成 30年 1月 22日（月）19時～20時 30分 

 東松島市コミュニティーセンター 2階会議室 参加者数 63名 

③平成 30年 1月 29日（月）19時～20時 30分  

 小野市民センター 講堂 参加者数 42名 

 

2.対象 

 まちづくり協議会役員、社会福祉協議会支部長、民生委員・児童委員、保健推進員 

 まちづくり協議会保健福祉部会員、自治会役員等 

 

3.研修会内容 

 仙台白百合女子大学 人間学部 准教授 志水田鶴子氏による「これからの地域支え合い

について」～新たな仕組みに求められる発想の転換～と題して講演を頂き、改正介護保険

制度についての説明がありました。赤井地区においては講演を通じて理解を深めるという

方法で研修会を開催。赤井地区の研修会で、講演を聞いて地域の実情をディスカッション

したほうがいいのではないかという反省点があり、矢本地区と鳴瀬地区においては講演を

聞いて「地域でこんなことをしているなぁ」「こんなことができるなぁ、こんなことをし

てみたいなぁ」をテーマにディスカッションをしました。各地区から出た意見については

別紙の通りとなっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



地区名 「こんなことしているなぁ」 「こんなことできるかなぁ、こんなことしてみたいなぁ」 

 

 

 

大曲地区 

・全戸参加の公園除草作業 ・ふるさと学習 

・百歳体操、お茶のみ等の集いの場 ・ラジオ体操 

・一人暮らし見まわりパトロール ・健康栄養相談会 

・夏休みこども塾 ・親子ふれあい広場 

・夏祭り、寺社の祭り ・防犯パトロール、防災運動 

・ふれ愛収穫祭 ・新旧成人交歓会 

・文化、スポーツの秋満喫フェア ・星空ウォーキング 

・お散歩クラブ ・ウォーキング会 

・地区運動会 ・お花見会 ・漬け物講習会 

・男の茶会、男の料理教室 

・居酒屋を利用したカラオケ会 

・見守りパトロール ・高齢者と子どもの世代間交流 

・ゴミ出しなどのちょっとした手助け事業 

 （コミュニティビジネス）生活支援 

 

 

矢本東地区 

・百歳体操、お茶のみ等の集いの場 

・季節の行事（春祭り、夏祭り、イルミネーション） 

・ラジオ体操 ・公園の除草作業 ・歩け歩け運動 

・子ども達が企画するハロウィン等のイベント 

・たこあげ大会 ・防災訓練 ・子ども神輿 

・生け花教室 ・地区廃品回収 ・地区広報誌の発行 

・高齢者の参加の場としての農園作業 

・高齢者等の見守り活動 ・独居世帯対象のお茶会 

・若い世代との交流（世代間交流会） 

・ウォーキング事業 ・支え合いの住民研修会、勉強会 

・回覧板まわしやゴミ捨て等の生活支援 

・民生委員活動の活性化 

 

矢本西地区 

・寺社の祭り、夏祭り ・イルミネーション 

・自主防災会による災害訓練 

・百歳体操、お茶会等の集いの場 

・健康マージャン、ピンポンクラブなど趣味活動 

・お茶会のリーダーの確保  

・見守り活動の充実 

・参加していない高齢者への声掛け 

 

 

大塩地区 

・小学校での読み聞かせ活動 

・百歳体操、ふまねっと、お茶会等の集いの場活動 

・季節の行事を通じた住民交流会 

（桜まつり、健康まつり、はしご酒ラリー、秋祭り等） 

・陶芸教室等の趣味の活動 

・ＰＴＡとのつながりを通じた世代間交流 

・サロン参加者への声掛け 

・施設（市民センター）を利用した交流促進事業 



地区名 「こんなことしているなぁ」 「こんなことできるかなぁ、こんなことしてみたいなぁ」 

 

 

小野地区 

・近所の高齢者宅の雪かき 

・百歳体操、お茶のみ会等の集いの場 

・地域の防犯巡回活動 ・同世代交流会 

・高齢者対象の交通安全教室 

・お話会とおもちゃ箱コンサート事業 

・おのまち映画鑑賞会 ・男の料理教室 

・男性が参加出来るような飲み会の開催 

・若い世代の関わりが増えるような取り組み 

（世代間グラウンドゴルフ大会等） 

・見守り活動、訪問活動 

 

 

 

 

 

野蒜地区 

・懇親会の開催（アルコール基金） 

・地域の役員の積極的な参加 

・たこ焼き大会、クリスマス会、新年会などの季節行事 

・百歳体操、お茶のみ会等の集いの場 

・自宅での女子会 

・地区広報誌（野蒜ヶ丘１丁目新聞）での情報発信 

・行事を通じた顔の見える関係づくり 

・情報の共有と確保（生活支援が必要な方の） 

・地域での人材派遣事業 ・地区広報誌を野蒜の他地区でも 

・高齢者と子どもの世代間交流（地域事業の伝承） 

・地域支え合いをテーマに標語コンクール 

・仙台弁こけしカードを配布し意思表示が容易にできるよ

うな環境整備 

※仙台こけしカード＝イラストで気持ちを表すカード 

・野蒜海岸でのラジオ体操 ・男性が集まれるような飲み会 

・子ども実行委員 ・見守りマップ、名簿づくり 

・エジプトダンス交流会 

宮戸地区 ・伊勢講、浜祝い 

・焼き牡蠣の飲み会、海の幸を使った交流会 

・結の文化 

・百歳体操、お茶のみ会等の集いの場 

・以前あった事業の復活（事業の伝承） 

・マージャンクラブ 

・世代を超えた交流大会 

・趣味を活かした活動 

 



資料２ 
 

 

（2）生活支援体制整備事業の進捗状況について 

 

①平成 29年度の活動報告について 

 平成 29 年度に、社会福祉協議会において生活支援体制整備事業を受託。生活支援コ

ーディネーターを配置し、各地域のＣＳＷと連携をとりながら、地域資源の把握・集い

の場の立ち上げなどを実施してきました。 

 年間の生活支援コーディネーターの動きについては、下記の表と別紙資料 3の通りと

なっております。 

会議・打ち合わせ件数 232件 相談対応件数 38件 

資源把握、地域訪問件数 549件 研修件数 54件 

延べ件数 2月末日時点 

 

 今年度については、地域でおこなっているサロン活動や商工会事業所のサービス内

容に等について訪問などをおこない資源の調査、立ち上げ支援等を実施してきまし

た。地域の生活支援・介護予防サービスの整備に関し定期的な情報共有・連携強化を

図る場として、第 1層の協議体（東松島市地域支え合い推進委員会）を設置し、今年

度委員会を開催してきました。また、調査した内容については資料 4のとおりです。    

内容については現在地区ごとにまとめる作業をしており、今後冊子化し介護支援専

門員への啓発や社協の窓口等へ配置を検討しております。 

  

今後生活支援体制整備事業を進めるにあたり 

 次年度以降の体制整備事業の進め方については、今年度生活支援体制整備事業につい

て、啓発不足が課題としてあったため、介護保険制度の改正内容や体制整備事業の啓発

を重点的に実施していきたいと考えております。 

 また併せて、各エリアに社会福祉協議会で担当の職員を配置し、より細やかな地域ニ

ーズ・資源の把握をおこなっていきたいと考えています。 



資料 3 
平成 29年度 生活支援体制整備事業活動報告 

地区・圏域 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

市全域    社協支部長へ地域事業のアン

ケート調査実施 

 

 

 

 

 

対象を民生委員へ拡充 

 

地域支え合い推進委員会設置

要綱の整備・各団体への委員

推薦依頼 

 

百歳体操団体代表者会議 

 

 

地域支え合い推進委員会委員

委嘱状交付・第 1 回地域支え

合い推進委員会 

 

百歳体操サポーター養成講座 

東部地区   貝田地区百歳体操立ち上げ 

南五地区百歳体操立ち上げ 

川前地区百歳体操立ち上げ 

柳西地区百歳体操立ち上げ 南区和幸会百歳体操立ち上げ  

中部地区   小松南地区百歳体操立ち上げ 

作田浦地区百歳体操立ち上げ 

三角公園百歳体操立ち上げ 

関の内地区百歳体操立ち上げ 二反走地区百歳体操立ち上げ  

鳴瀬地区  平岡地区百歳体操立ち上げ 

往還下地区百歳体操立ち上げ 

亀岡地区百歳体操立ち上げ 

中下地区百歳体操立ち上げ 室浜地区百歳体操立ち上げ 

 

野蒜ヶ丘三丁目百歳体操立ち

上げ 

 

 

地区・圏域 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

市全域 東松島ボラセン生活支援事業検討 

 

東松島いきいき百歳体操交流大会 

 

商工会事業所訪問調査 

 

第 2回地域支え合い推進委員会 

 

 

 

 

 

 

矢本地区・鳴瀬地区地域支え

合い研修会 

 

東松島お役立ち情報パート 1

発行 

 

第 3回支え合い推進委員会 

東部地区   赤井地区地域支え合い研修会    

中部地区  鹿妻地区百歳体操立ち上げ 

小松台地区百歳体操立ち上げ 

 

四反走地区百歳体操立ち上げ  あおい地区三丁目百歳体操立

ち上げ 

上町東地区百歳体操立ち上げ 

鳴瀬地区 東名地区百歳体操立ち上げ 

大浜台地区百歳体操立ち上げ 

大塚地区百歳体操立ち上げ 

 野蒜ヶ丘二丁目百歳体操立ち

上げ 

 

西福田地区百歳体操立ち上げ  宮戸地域支え合い見守り学習

会 

上記の他、通年で各地域の自治会等会議やサロン活動への訪問。各種研修会（生活支援コーディネーター養成研修）への参加をしております。 



2017.2.28 資料4
№ 掲載 地区 企業名 代表者 所在地 電話番号 取扱い品目 宅配対象商品 配達可能曜日・時間 料金・条件 対応エリア 備考

1 ○　 矢本
シマデンキ（（株）志摩電
気）

古川　満康 矢本字上新沼16-1 0225-82-2166
電化製品・電気工事
住宅改修

電化製品・電気工事
住宅改修

日曜定休
9：30～19：00

配達無料
工事料金については店舗問合せ

市内全域
御用聞きの見守りセンサー
取扱い店

2 ○　 矢本 阿部金茶舗 阿部　金次郎 矢本字上新沼12 0225-82-8123
茶類、のり、しいた
け
陶器

茶類、のり、しいた
け
陶器

日曜定休
9：00～19：00

無料 市内全域 詳細については店舗にお問い合わせ下さい

3 ○　 矢本 ㈲衣料のせきや 小関　毅 矢本字河戸30-1 0225-82-2072 衣類全般 衣類全般
第1、第3日曜日定
休
9：00～18：00

無料 市内全域
店への送迎サービスあり
詳細については店舗に問い
合わせ下さい

4 ○　 矢本 関口履物店 関口　由美子 矢本字河戸25 0225-82-2812
履物全般
（靴、サンダルな
ど）

履物全般
（靴、サンダルな
ど）

不定休
10：00～16：
00

無料 市内全域 靴の種類については店舗に問い合わせ下さい

5 ○　 矢本 和洋菓子　おおむら 大村　祐幸 矢本字上新沼10-3 0225-82-4161 和菓子、洋菓子 和菓子、洋菓子
第1、第3日曜日定
休
9：00～18：00

矢本地区は無料
鳴瀬地区については要相談

市内全域 詳細については店舗にお問い合わせ下さい

6 ○　 矢本 アーバ・アサノ 浅野　雄一郎 矢本字北浦16 0225-82-6471 電化製品・電気工事 電化製品・電気工事
日曜定休
9：00～18：00

無料
工事料金については店舗問合せ

市内全域
トイレ改修、オール電化工
事等のリフォーム相談応じ
ます

7 ○　 矢本 浅野寝具店 浅野　政一 矢本字大林27 0225-82-3121
寝具製品全般
布団仕立て

寝具製品全般
布団仕立て

日曜定休
9：00～18：30

無料 市内全域
店舗への送迎あり
時間帯についてはお問い合
わせ下さい

8 ○　 矢本 石垣商店 石垣　眞人 矢本字大林5 0225-82-2025
酒、たばこ、米
食品類

飲食料品
平日
9：00～20：00

注文の量による（要相談） 市内全域 詳細については店舗にお問い合わせ下さい

9 ○　 矢本 片岡飼料店 片岡　信一 矢本字南浦29 0225-82-3154 飼料、園芸用品 飼料、園芸用品 年中無休 無料 市内全域
園芸用品も取扱いあり
店舗にお問い合わせ下さい

11 ○　 矢本 ㈲松岡生花店 松岡　勝久 矢本字北浦1 0225-82-6633 生花、対花（仏花） 生花、対花（仏花）
日曜定休
9：00～17：00

2,000円以上購入の場合 市内全域
フラワーアレンジメント出張
講座も相談に応じて対応可
能

12 △ 矢本 ㈲まるみ 髙橋　建一 矢本字栄町59-1 0225-82-3018 衣類全般 衣類全般
日曜定休
9：30～18：00

配達なし　送迎のみ
矢本地区
小野地区

主に店舗での販売
送迎サービス（歩行可能な
方）

13 ○　 矢本 いしもり洋品店 石森　勝 矢本字寿町28-2 0225-82-2489 衣類全般、学校用品 衣類全般、学校用品
不定休
店舗問い合わせ

無料 市内全域 詳細については店舗にお問い合わせ下さい

14 ○　 矢本 お茶のなかがわ 中川　幸志 矢本字上河戸56‐2 0225-82-2738 お茶・仏具 お茶・仏具
不定休
9：00～16：00

無料 市内全域 詳細については店舗にお問い合わせ下さい

15 ○　 矢本 ジュリアン 鈴木　浩司 矢本字北浦39‐50 0225-82-2845 洋菓子・焼菓子 洋菓子・焼菓子
年始休み
日没前まで

2,000円以上購入の場合 旧矢本エリア
施設へ配達も可能
店舗営業時間
9：00～19：00

16 △ 矢本 ㈱ヨークベニマル矢本店 佐久間　庄一 矢本字町浦135 0225-83-4911
食料品、生活用品
衣料品

食料品、生活用品
衣料品

12時まで
市内全域
12時～17時
矢本、大曲地区

配送料319円（クール便380円） 市内全域
購入商品お届けサービス
店舗からの配送
購入については店舗のみ

17 ○　 矢本 吉田酒店 吉田　友子 矢本字町浦97‐2 0225-82-3034 酒類、飲料品 酒類、飲料品
日曜定休
9：00～16：00

無料 矢本、大曲地区 宅配の取扱いもしています

18 ○　 矢本
酒のあつみ 矢本店
（㈱渥美酒店）

渥美　仁志 矢本字河戸30-1 0225-83-7526 酒類、食品、雑貨 酒類、食品、雑貨
年末年始除く
10：30～15：
30

5,000円以上購入
矢本東、西、大曲地区200円
大塩、赤井、小野地区300円
野蒜地区500円　宮戸地区800円

市内全域
65歳以上の方については
3,000円以上の購入から配
達対応します

19 △ 矢本 石森生花店 石森　茂光 矢本字北浦35 0225-82-5634 生花、対花（仏花） その他小売り

20 △ 矢本
東松島地域活性化施設
Harappa（はらっぱ）

平田　泰浩 矢本字北浦485-1 0225-24-6740
弁当、パン
農水産物、土産物

弁当、パン
農水産物

出前販売のみ
都合により休む場
合もあり

一覧については別紙

東松島市商工会会員事業所サービス一覧（矢本東地区）

1



№ 掲載 地区 企業名 代表者 所在地 電話番号 取扱い品目 宅配対象商品 配達可能曜日・時間 料金・条件 対応エリア 備考

21 ○　 矢本 大勇堂 大村　清一 矢本字蜂谷浦25 0225-82-2074 米類、パン、菓子類 米類、パン、菓子類
年中
8：00～17：00

一定の量を購入の場合無料
店舗に問い合わせ下さい

量による
店舗問い合わせ

米の持込による餅作りなど
もおこないます

22 △ 矢本 ㈱テレホンシステム 熊谷　浩 矢本字蜂谷浦46-1 0225-83-4005 その他小売り

23 ○　 矢本 灯油のくまがい 熊谷　和男 矢本字下浦325 0225-82-4350 灯油 灯油
不定休
9：00～17：00

無料 市内全域 タンク1つから販売します。

24 ○　 矢本
さくらや
（㈲マルシゲさくらや）

桜井　貢 矢本字関の内55-6 0225-82-3151 灯油、ガス 灯油・ガス 9：00～18：00 無料 旧矢本エリア

25 ○　 矢本 ㈲八幡屋商店 八幡　雅博 矢本字下浦283-2 0225-82-3588 灯油 灯油
日曜、祝祭日定休
9：00～17：00

36リットル以上購入の場合 市内全域

26 ○　 矢本
シャディギフト館 矢本店
（㈱一ツ山産業ｼｬﾃﾞｲｷﾞﾌﾄ館矢
本店）

伊藤　秀伸 小松字若葉9-10 0225-82-4801
ギフト品全般
（雑貨、繊維類）

ギフト品全般
（雑貨、繊維類）

水曜定休
10：00～16：
00

原則無料
（宅配業者使用の場合は有償）

市内全域

お中元、お歳暮の時期につ
いては宅配業者を使う場合
あり。店舗にお問い合わせ
下さい。

27 ○　 矢本 旨い食処　あごら 渥美　勝幸 矢本字上新沼19-1 0225-83-3399 定食類 弁当
不定休
11：00～11：
30

無料 矢本東地区、西地区
営業時間内は店舗受取
詳細については店舗問合
せ

28 ○　 矢本 コイノニアカフェ
ロブ　チャール
ズ
スチュワート

矢本字上新沼26-2 080-5454-4922
焼き菓子、飲み物
ランチ

焼き菓子、飲み物
ランチ

火・木・金・土
11：00～17：
00

1,000円以上の注文 旧矢本市街地
英会話教室も実施
電話注文店舗受取も可能

29 ○　 矢本 食事と喫茶の店コロコロ 佐藤　タエ子 矢本字北浦485-1 0225-82-6975 ラーメン、定食 飲食業
火曜日定休
11：00～17：
00

1,000円以上の注文か2品以上の注文 矢本東地区
おかずのみでも対応可能
詳細については店舗問合
せ

30 ○　 矢本 安べえ食堂 畑中 ゆり子 矢本字下浦247-3 0225-82-7152 麺類、定食、軽食 飲食業

31 ○　 矢本 理容 おくだ 奥田　秀章 あおい1-10-14 0225-82-2875 理容業

毎週月曜日、第3
日曜日定休
店舗問い合わせ

旧矢本町内 詳細については店舗に問い合わせ下さい

32 ○　 矢本 ㈱白清舎 桜井　俊一 矢本字河戸33-1 0225-82-3110 クリーニング全般 クリーニング全般 店舗にお問い合わせ下さい 無料 市内全域

日曜定休
お預かり後仕上がりまで1週間程
度
店舗にお問い合わせ下さい。
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2018/8/28 現在

番号 圏域 地区 名称 開催日 開催時間 会員数等 区分 内容 活動対象者
運営スタッフ
協力、連携先

開催場所・名称・所在地 備考

1 赤井 上区 お達者クラブ 毎月第1月曜日 10：00～12：00 31名
集いの場
住民交流
健康づくり

包括支援センターによる介護予
防に関する講座などを開催。月
により内容は変わり、お茶のみな
どを通じて住民交流を図る。

65歳以上
自治会住民

民生委員
ボランティア

赤井上区地区センター

2 赤井 中区 中区いきいきほっとサロン 毎月第3金曜日 10：00～12：00 22名
集いの場
住民交流
健康づくり

軽体操やレクリエーション、季節
の行事や日帰り旅行などを通じ
住民交流を図る。

中区自治会
65歳以上

中区自治会、
ボラさくらんぼ会
社会福祉協議会

中区地区センター

3 赤井 中区 築地地区お茶っこ会 年1回　2月 10：00～13：00 15名 住民交流
お茶のみ会を通じ住民交流を図
る

中区地区センター 住民有志 中区地区センター

4 赤井 下区 下区いきいきほっとサロン 毎月第3火曜日 10：00～12：00 34名
集いの場
住民交流
健康づくり

軽体操やレクリエーション、季節
の行事や日帰り旅行などを通じ
住民交流を図る。

下区自治会
65歳以上

下区自治会、
ボラコスモス会
社会福祉協議会

下区地区センター

5 赤井 下区 下区福寿会 月1回 10：00～12：00 28名
集いの場
住民交流

お茶のみなどを通じ住民交流を
図る。

会員 会員有志 下区地区センター

6 赤井 南三
百歳体操

南三区なごみ会
毎週木曜日
毎週金曜日

10：00～12：00 26名
集いの場
住民交流
健康づくり

カラオケや盆踊りを通して地域の
シニア世代の集い場となってい
る。またパークゴルフや百歳体操
なども取り入れ活動している

なごみ会会員 会員有志 川前集会所

7 赤井 南五
百歳体操

105ピンピン体操の会
毎週木曜日 10：00～ 17名

集いの場
住民交流
健康づくり

介護予防いきいき百歳体操 赤井地区の方 民生委員、保健推進員 南区西地区センター

8 赤井 南五 南五区お茶っこ飲みの会
月1回

その他必要に応じて
10：00～ 15名 生活支援

65歳以上高齢者1人暮らし、2人
暮らし、母子家庭の訪問活動

高齢者世帯
母子家庭

民生委員・児童委員 南区西地区センター

9 赤井 南区西 南区和幸会 毎週火曜日 10：00～12：00 32名
住民交流
地域支援

百歳体操、年2回の日帰り旅行
のほか、公園内の除草作業やラ
ジオ体操などを通じて住民交流
を図る

60歳以上 会員有志 南区西地区センター

10 赤井 南区西 南区西いきいきほっとサロン 毎月第1・3水曜日 10：00～12：00 14名
集いの場
住民交流
健康づくり

軽体操やレクリエーション、季節
の行事や日帰り旅行などを通じ
住民交流を図る。

65歳以上 社会福祉協議会 下区地区センター

11 赤井 南区西 ひいらぎの会 月1回 10：00～12：00 15名
集いの場
趣味活動
地域支援

お茶飲み会 赤井地区の方 会員有志 南区西地区センター

12 赤井 南新町 1.5会（いちご会） 毎月1回 10：00～12：00 37名
集いの場
住民交流

健康づくり・学習

健康体操や専門職による健康講
話などを通じて体力の維持や交
流を図る。

会員
市役所

社会福祉協議会
赤井市民センター

13 赤井 南新町 新町月曜サロン 毎月第1月曜日 9：00～12：00 40名
集いの場
住民交流

健康づくり・学習

お茶会を通じて住民交流を図
る。また様々な講師を招いて健
康体操などをおこなう

南新町地区住民 住民有志 南新町地区センター

14 赤井 南新町
百歳体操

ニコニコサロン
毎週木曜日 10：00～11：30 16名

集いの場
住民交流
健康づくり

百歳体操を通じて健康づくりと住
民交流を図る。

南新町地区住民 参加者有志 南新町地区センター

赤井地区　つどいの場一覧（人的支援等及び助成金支援）

※人的支援等及び助成金支援



番号 圏域 地区 名称 開催日 開催時間 会員数等 区分 内容 活動対象者
運営スタッフ
協力、連携先

開催場所・名称・所在地 備考

15 赤井 赤井駅前 いきいき楽習塾 月1回 10：00～12：00 40名
集いの場
趣味活動

健康づくり・学習

お茶会等の集いの場の提供
行政や社協の協力を得ながら健
康教室等の学集会を開催、レク
リエーションもおこなう

南区東自治会60
歳以上

南区東自治会役員 川前集会所

16 赤井 赤井駅前
百歳体操

川前サルビア会
毎週金曜日 10：00～12：00 40名

集いの場
趣味活動

健康づくり・学習

お茶会等の集いの場の提供
行政や社協の協力を得ながら健
康教室等の学集会を開催、レク
リエーションもおこなう

南区東自治会60
歳以上

自治会役員 川前集会所

17 赤井 柳 柳区いきいきほっとサロン 第2、4水曜日 10：00～13：00 11名
集いの場
住民交流

健康づくり・学習

軽食を取り入れながら、レクリ
エーション等を通じて住民交流
を図る

柳地区内
60歳以上住民

ボラ菜々色の会
社会福祉協議会
て・あーて推進協会

柳地区センター

18 赤井 柳
百歳体操

柳地区いきいき
毎週木曜日 10：00～11：30 16名

集いの場
健康づくり

百歳体操を通じて健康づくりと参
加住民の交流を図る

柳区自治会住民
保健推進員・民生委員

て・あーての会
て・あーて東松島の家

19 赤井 柳 柳東住宅お茶会 毎月第2火曜日 10：00～12：00 20名
集いの場
住民交流

お茶のみやレクリエーションを通
じた住民交流を図る。近隣のグ
ループホームの利用者も参加し
住民交流を図る

柳東住宅住民
柳地区住民

住民有志
民生委員

柳東住宅集会所

20 赤井 柳西
百歳体操
柳西いきいき

毎週月曜日 13：30～14：30 20名
集いの場
住民交流

健康づくり・学習

百歳体操を通じた健康づくり・介
護予防を通じて住民交流を図る

柳西住民
柳西はまなす会員

柳西自治会
柳西はまなす会

川前集会所

21 赤井 柳北 ひまわりの会 月2～4回程度の開催 10：00～12：00 400世帯
集いの場
住民交流

健康づくり・学習

お茶会やママサロン等を通じた
集いの場の提供。参加者同士が
講師となり様々な教室や行政、
社協と連携した健康づくり教室な
どを開催

柳北自治会住民 自治会有志 柳北地区センター

22 赤井 柳北 喫茶有明 月1回 9：30～12：00 30名
集いの場
住民交流

軽食の提供やお茶のみを通して
住民交流を図る

柳北地区住民及
び近隣自治会住

民

ひまわりの会
自治会、民生委員
保健推進員

まちづくり推進員

有明地区センター

23 赤井 柳北
おいしく食べるお弁当箱

ダイエットサロン
月1回 10：00～12：00 30名

住民交流
健康づくり・学習

健康にいい食事メニューやカロ
リー計算などの方法を学びなが
ら住民交流を図る

柳北地区住民及
び近隣自治会住

民

ひまわりの会
自治会、民生委員
保健推進員

まちづくり推進員

有明地区センター

番号 圏域 地区 名称 開催日 開催時間 会員数等 区分 内容 活動対象者
運営スタッフ
協力、連携先

開催場所・名称・所在地 備考

1 赤井
赤井楽園
PG愛好会

不定期 30名
住民交流

健康づくり・学習
公園除草、植栽、パークゴルフを
通しながら交流を図る

赤井市民 会員有志

2 赤井 柳西はまなす会 不定期 41名
住民交流

健康づくり・学習

月火資源ごみ管理、花壇整備、
公園、トイレそうじパークゴルフ、
そば打ち体験等を通しながら交
流を図る

柳西区住民
65歳以上

会員有志

3 赤井 赤井フレンドリー 不定期 24名
住民交流

健康づくり・学習
公園除草、植栽、パークゴルフを
通しながら交流を図る

赤井市民 会員有志

※助成金支援



パンフレット・ポスターの作成 全市的なものを作成　地域版の作成

パンフレット配布・ポスターの掲示 関係事業所へ設置依頼及び設置

広報誌への体制整備事業についての理解・啓発 市報、社協だよりにて情報の掲載

支部長への制度説明会の開催 社協支部長への制度説明

市民研修会の開催　※30年度は地域支え合いフォーラムの開催 市民研修会の企画、パネリスト調整、研修会の運営

協議体の開催
説明事項の整理、関係資料作成、会議録の作成
議題設定

新規メンバー候補、バックアップ者（活動者、団体、企業）
への事業説明

説明事項の整理、説明資料作成

会議開催案内、広報、通知文の作成 案内文の原本作成、発送

市への報告及び情報の発信 報告書の作成、協議会後の報告、情報発信の方法検討

準備会メンバーの人選 メンバー（案）の作成、候補者への説明

準備会参加者への協議体趣旨理解・勉強会 勉強会内容、説明資料の作成、メンバーへの案内

協議体運営のルール作り、ありたい地域像についての共有
協議体メンバーの人選

会議の進行役、ルール（案）の作成

会議開催案内、通知文の作成 案内文の原本作成、発送

会議の運営 会議録の作成、会議の議題設定、関係資料の作成

自治協議会への報告 報告書の作成

メンバー候補、バックアップ者（活動者、団体、企業）
への事業説明

説明事項の整理、説明資料作成

協議体メンバーへの協議体趣旨理解・勉強会 勉強会内容、説明資料の作成、メンバーへの案内

会議開催案内、広報、通知文の作成 案内文の原本作成、発送

会議の運営 会議録の作成、会議の議題設定、関係資料の作成

自治協議会への報告 報告書の作成、協議会後の報告

地区ごとに個別の計画作成
※31年度末までに8エリアに協議体を整備
自治会の単位で集いの場、見守り事業を展開

平成30年度　生活支援体制整備事業年間スケジュール

住民へ制度の働きかけ

第２層協議体
（隔月開催）

担当小科目中項目大項目

協議体準備会
（次年度３ヵ所）

第1層協議体
（年４回）

協
議
体
運
営
に
関
す
る
こ
と

制
度
の
周
知
に
係
る
も
の

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

原本作成

5月か6月に市報特集、社協だよりにおいては定例で記事掲載

←随時実施→

エリアにおいての説明会、支部長会議においての説明会、個別訪問し説明

フォーラムの企画調整 講師・パネリスト調整チラシ作成・案内発送 フォーラム開催

フォーラム共催・3回委員会兼ねる第1回委員会 第2回委員会 第4回委員会

新規委員候補者・委員会バックアップ団体への説明は随時



地域へ関わる（情報収集）
支援組織、支援活動団体の把握

各地区の高齢者が集まる場への訪問、把握した場所
把握している状況について資料作成

地域資源の分類、整理表の作成 分類表の原本作成（寒河江市をモデルに）、整理

行政庁内の情報集約 各部署の情報を収集し地域アセスメント表の作成

地域ケア会議への参画 地域ニーズ把握、ニーズの整理、課題の抽出

住民・事業所対象アンケートの実施 ニーズ調査、アンケート表の原本作成、アンケート集計

専門職と関わる・つながる 事業所訪問し情報の共有

住民との懇談の機会を設ける サロン・集いの場への参画

既存のヒアリング、アンケート調査の分析
復興再生ビジョンと地域福祉アンケート分析
課題のカテゴリー整理（生活支援、参加、見守り）

情報の発信 活動状況の紹介冊子作成 活動状況の冊子作成

課題の抽出 訪問時やケア会議で出た課題を整理する

課題の整理 抽出した課題の整理

課題への対応策 課題の分類（課題に対しての役割の明確化）

情報の広報 社協だより、ＨＰ、市報等での広報

各種研修会への参加

１月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月担当 ４月 ５月 ６月 ７月

支
援
ニ
ー

ズ
の
把
握

、
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
把
握

ニ
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大項目

地域資源の把握

課題の抽出

中項目 小科目

生活支援コーディネーターの資質向上に関すること

アンケート実施アンケート作成

情報の分析

集計

集計

集
計

←随時実施→

←随時実施→

←定例参加→

←随時実施→

←随時実施→

←第2層協議体にて検討・随時実施→

←随時実施→

←随時実施→

情報の集約 情報の集約

情報の集約 情報の集約 情報の集約

←随時実施→情報の集約 情報の集約

←随時実施→課題の整理 課題の整理
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地域ごとの生活支援体制整備事業の進め方について 

③地区ごとの生活支援体制整備事業の進め方について 

地域福祉推進の三大活動 

 地域福祉を推進していくにあたり活動を整理すると大きく３つの活動から成り立つ

といわれています。（下記図参照） 

 まず、地域住民が互いを知り合うサロン等の交流できる居場所作り。そして次第に

サロンの欠席者、来られない方へも目を向けていただき、訪問やその人の思いをお聴

きすることで、暮らしづらさやその人が大切にしていることなどの「気づき」が生ま

れます。さらに、その方の困り 

ごとに対して、「自分たちに何か 

できることはないだろうか？」と 

いう、ちょっとした困りごとへの 

対応（生活支援）へと発展してい 

くことが福祉推進活動の一連の流 

れであり、「支え合いの福祉コミュ 

ニティ」に向けた活動といわれて 

います。 

    出典 社会福祉法人 高島市社会福祉協議会「見守りネットワークのまとめ」 

東松島市において活動の推進について 

 地域にある支え合い活動（サロン活動や見守り活動）については、今まで同様に社

会福祉協議会のワーカーが伴走する形で活性化、推進を図っていきます。しかし、住

民の皆様の活動が発展していくためには、福祉力を溜めていく母体（基盤）が必要で

あると言われています。（下記図参照）今後顕在化すると考えられる様々な生活課題に

対応していくためにも、小地域（概ね小学校圏域）に協議する場を整備していく必要

性があります。そのため、東松島市の生活支援体制を整備するにあたり、小学校圏域

に第 2層の協議体を別紙推進イメージに基づき推進を考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典 宮城県地域福祉コーディネート中堅研修テキスト 
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④地域資源の啓発及び生活支援コーディネーターＰＲチラシについて 

 

1.資源リストについて 

 今年度、支部長対象に地域の活動についてアンケートを実施。また商工会と連携し

て商工会の事業所の調査を実施。配達サービスや出張サービスが可能であると思われ

る事業所を訪問し、サービス内容の調査をおこないました。 

 商工会員事業所を訪問して収集した情報について、2月号の社協だよりから順次情

報の発信をおこなっていく予定としており、2月号の社協だよりにおいては燃料関係

の配達サービス、電気修理の出張サービス、理容・美容の訪問サービスについて情報

を発信しました。（資料 8） 

 今後、社協だよりにおいては 4月号で「地域の相談窓口について」、それ以降「集い

の場の情報」や更新した情報について発信していく予定としております。 

 また、今年度の報告資料にも記載しましたとおり、冊子化し介護支援専門員や支援

に関わる方々へ情報を提供していきたいと考えております。その他次年度以降には、

インターネット上で情報を収集できる仕組みを整備する予定をしているほか、 

 

2.生活支援コーディネーターの活動啓発チラシについて 

 今年度社会福祉協議会において東松島市より「生活支援体制整備事業」を受託し、

生活支援コーディネーターを配置しております。「地域づくり」を通じて、住民の方々

による助け合い・支え合い活動が推進されるよう、生活支援コーディネーターの活動

を知っていただくためにチラシを作成しました。（資料 9） 

 生活支援コーディネーターの役割について住民の皆様にご理解頂き、各地域での小

地域福祉活動の展開を推進していきたいと考えております。 
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東松島市社会福祉協議会では、東松島市から「東松島市生活支援体制整備事業」を受

託し、市全域に１名、日常生活圏域（中学校エリア）に各１名、計４名の生活支援コ

ーディネーターを配置しました。これは、日常生活において支援が必要な高齢者の方

が、住みなれた地域で生きがいを持って自宅で生活が続けられるよう、住民の方が主

体となって助け合い・支え合い活動ができるような「地域づくり」に取り組むもので

す。また、ボランティア等の担い手の育成や地域にある社会資源の発掘、関係機関の

ネットワークづくりを行い、地域の中で多様なサービスが提供できるように住民の皆

さんと一緒に考えていきます。 

「私の問題」を「私達の問題へ」 
助け合い・支え合いができる地域づくりに向けて 

皆様のご協力お願いします！ 

生活支援コーディネーターが 
地域の支え合い活動を推進します！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉活動に関するお問い合わせ 

 

社会福祉法人 東松島市社会福祉協議会 地域福祉課 

〒981-0503 

東松島市矢本字大溜 9-1（被災者サポートセンター内） 

電話 0225-83-5001  ＦＡＸ 0225-82-9813 
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地域支え合いフォーラムについて 

 

 前回の東松島市地域支え合い推進委員会において、生活支援体制整備事業の啓発につい

てフォーラムの開催について意見があがりました。次年度、地域支え合いフォーラム（仮称）

と題し、新しい介護保険制度の理解を深め、これからの支え合いの地域づくりを推進してい

くために開催を予定しているものです。 

 内容については別紙地域支え合いフォーラム（案）のとおりで開催を考えており、今後詳

細については検討していきたいと考えております。 
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地域支え合いフォーラム（案） 

1.目的 

 高齢化が進行する中、たとえ介護や生活支援が必要な状況になっても、住み慣れた地域

で 安心して暮らし続けられるまちづくりを目指し、地域住民が主体となって取り組む地

域における住民等による支え合いのまちづくりを推進するため、東松島市生活支援体制整

備事業を実施しています。 

 地域のつながりが希薄になっていると言われている現代でも、ご近所や仲間同士の助け

合いの姿も多く見られ、また新たなつながりを作ろうと地域づくり活動に取り組まれてい

る方もいます。 

 今回は、新しい介護保険制度について理解を深め、地域における「支え合い」を見つめ

なおし、これからの地域づくりを推進する事を目的に開催するものです。 

 

2.開催時期について 

 平成 30年 10月頃を予定。（東松島市地域支え合い推進委員会を兼ねる） 

 フォーラムの時間については 2時間～3時間程度を予定 

 

3.対象 

 まちづくり協議会関係者、自治会関係者、民生委員・児童委員、保健推進員 

 企業関係者、ボランティア活動実践者、サロン活動参加者、介護事業所関係者 

関心のある全ての方 

  

4.主催 

 東松島市社会福祉協議会 

 

5.共催 

 東松島市 東松島市地域支え合い推進委員会 

 

6.内容 

 ・行政説明（東松島市 社会福祉事務所担当者） 

 ・基調講演（支え合いの地域づくりについて 講師については今後調整） 

 ・地域活動実践報告（パネルディスカッション） 

  パネリスト 東松島市内で活動する 3団体程度を予定 

  コーディネーター 東松島市生活支援コーディネーター 

 

 

 


